
                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

令和３年１２月１５日（水）第５０７号（２）  与 論 小 だ よ り        与論町立与論小学校 

「自分の目標達成へ」持久走大会 
 12月 3日（金）は 

持久走大会でした。子 

供たちは自分が立てた 

目標に向かって，一生 

懸命走りました。 

 具体的な目標を聞い 

てみると，タイム更新，順位更新，完走，新記録など

様々でした。朝のランニングや授業など，一人一人が

目標に向かって積み上げてきた努力の成果を発揮で

きたのではないでしょうか。 

 また，見学の子供たちやこども園の皆さんも大きな

声で声援を送ってくれました。 

 その中で，今年度は３つの新記録が誕生しましたの

で紹介します。 

 １年男子（1000ｍ）田山凜空さん ４分 17秒 

 ２年男子（1000ｍ）重久治豊さん ４分 17秒 

 ４年女子（1500ｍ）盛 璃音さん ６分 28秒 

与論小学校の歴史がまた一つ動いた瞬間でした。 

 これまで支えてくださいました保護者の皆様。コー

スに立ち，安全を確保してくださった高学年の保護者

の皆様とＰＴＡ保体部の皆様。温かい御声援を送って

くださいました保護者，地域の皆様に感謝申し上げま

す。ありがとうございました。 

 

 

 

1月 行事予定 
 １日（土）元日 タイムカプセル開き 

 ４日（火）仕事始め 

１１日（火）始業式 

１４日（金）くじら号来校 

      薬物乱用防止教室（５・６年） 

１５日（土）土曜授業 

１７日（月）～２８日（金） 

      食育指導強調旬間 

１８日（火）～１９日（水） 

      鹿児島学習定着度調査（５年） 

２１日（金）「海洋教育子どもサミット」（４年） 

      与論中学校入学説明会（６年） 

２２日（土）家庭教育学級（あーどぅる焼き） 

      十三祝い（５年） 

２３日（日）「目指せ！ノーメディアデー」 

２６日（水）栄養教諭・生産者による食育授業 

２８日（金）第２回ヨロン海洋教育フェア（５年） 

 子供たちが頑張った成果を紹介します。今月は 

「国語」「図工」「理科」「社会」関係です。 

 

◎ 県児童生徒作文コンクール 

  地区特選  ２年 山下 月椰 

 

◎ 第５８回南日本硬筆展 

   推 薦  １年 田山 凜空 

   推 薦  ２年 鵜木 玲那 

   推 薦  ２年 竹村 朱織 

   推 薦  ６年 椛山 奈夏 

 

◎ ネリヤカナヤ創作童話コンクール 

   優秀賞  ３年 登坂 心環 

   佳 作  ６年 山下 甘夏 

 

◎ 読書感想文コンクール 

  地区特選  ２年 鵜木 玲那（県審査へ） 

 

◎ ＪＴＡ・ＲＡＣあおぞら図画コンクール 

  最優秀賞  ４年 登坂 鶴冶 

   佳 作  ３年 沖  奈都 

   佳 作  ３年 登坂 心環 

 

◎ 第７２回鹿児島県図画作品展 

   町特選  ４年 吉田 愛菜（県出品作品） 

 
◎ 理科に関する研究記録 

  地区入選  ４年 吉田 愛菜 

 

◎ 私たちの身のまわりの環境地図作品展 

   努力賞  ３年 里山 瑠清 

5年国語「研究授業」 
 11月 22日（木）は５年 

生の研究授業を行いました。 

 国語科で「たずねびと」と 

いう教材文を使って，自分の 

気持ちや考えの変化をまとめ 

ていきました。 

 今回は茶花小学校の田中教頭先生，那間小学校の川

崎教頭先生，大島教育事務所の山指導係長にも来校し

ていただき，御指導いただきました。 

 ２月２日（水）の研究公開へ向けて，課題を解決し，

よりよい研究へと繋げていきたいと思います。 

人権旬間における「人権集会」 
           11月 29日（月）は人権集会 

          を行いました。校内人権旬間で 

          各学年がどんな取組で何を学 

          んだのかを，プレゼン形式で   

          発表し合いました。どの学年 

          も上手に発表できました。 

 発表の後は，人権擁護委員の松山陽右さんをゲスト

ティーチャーとしてお招きし，「ＳＯＳの出し方」に

ついてのお話をしていただきました。友達，家族，学

校の他にもたくさん相談できる場がある 

ということを知り，子供たちも安心した 

様子で聴いていました。これからも人権 

感覚を磨き，お互いが気持ちよく生きて 

いくことを大切にしてほしいと思います。 


